公開シンポジウム「北海道に明日はあるか？－よりよい地域への多様な処方箋を考える－」
～つづき～
　吉岡宏高さん（札幌学院大学観光学部準教授）は、観光や地域活性化の分野で、潜在的な可能性としてだけ語られてきた北海道観光と地域づくりについて、自らが取り組んでいる炭鉱（やま）の遺産（きおく）を掘り起こすプロジェクトの紹介を交えながら、地域の誇りを取り戻すことの重要性が提起され、閉塞的にみえる現状から発想を逆転させ、逆に何でもできると開き直って新しい北海道の地域づくりをしようと提起した。
　鈴木　亨さん（ＮＰＯ北海道グリーンファンド）は、主に環境や自然エネルギーの分野について、深刻な地球環境とエネルギー問題をめぐって、世界的にこれまでの常識の大きな転換が始まっていること。北海道での自然エネルギーの推進と活用、環境価値の取引を通じて、自らのエネルギー確保、首都圏向けのビジネス、雇用創出などが可能となる、北海道にとって大きなチャンスであることが提案された。
　黄倉良二さん（元ＪＡきたそらち組合長）は、自らの道内で先駆的な有機農業の取り組みや、企業誘致やスキー場・ゴルフ場などに頼らず、生命（いのち）を守る農業本来のあり方を追求してきた中で農業者の誇りを育んできたこと、それが生き生きとした地域づくりにつながっていること、農政も転換が求められている中だからこそ、農協が協同組合運動の原点に立ち返る重要性などを話した。
　
中島岳志さん（北海道大学公共政策大学院準教授）は、「秋葉原事件」の犯人である派遣労働者の行動と心理を追いながら、今の社会で最も大切な理念は“社会的包摂”だとした上で、札幌での深刻なホームレス問題を可視化させる取り組みや、大型店の進出で寂れた商店街を、長い縁側のように人がとどまるところに活性化させようという自身の取り組みを通じて、人と人との結びつき、社会との関係性を地域に回復していこうと訴えた。
　全体として、直面する深刻な状況はありながら、すでに取り組まれ、生まれているさまざまな可能性や試みが多面的に明らかにされ、厳しくても知恵と工夫次第で北海道の明日を切り開くことが可能であることを学び合ったシンポジウムだった。

　なお、このシンポジウムの報告は、地方自治研究所の所報「北海道自治研究」でも年内に掲載される予定。
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